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7 沖本常吉『乙女峠とキリシタン』（津和野ものがたり 3）、津和野町教育委員会、2004 年（1971 年）、












































                                                   





















1282 年（弘安 5 年）の吉見頼行からである。吉見頼行は元寇再警備のため鎌倉幕府の命
により能登の国から津和野に下ったと言われている10。吉見家は 1295 年（永仁 3 年）に







功により 1 万石を加増され、津和野は 4 万石となったものの、二代将軍徳川秀忠は、千姫
を与える約束を破り、桑名城主本多忠刻に千姫を輿入れさせたのであった。直盛は恨みを
                                                   
9 池田潔、森澄泰文、岩谷建三『津和野―〝山陰の小京都〟史跡と文化財―』（津和野ものがたり 6）、津
和野町教育委員会、2009 年（1974 年）、8 頁-15 頁。 
10 池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、8 頁。 
11 池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、10 頁。 






坂崎出羽守の後を継ぎ、1617 年（元和 3 年）に亀井政矩が、因幡の国より 4 万 3 千石















応 2）年、第 2 回目の「防長征討令」が発せられた時、津和野藩は幕府の命令に従うか長
州藩に味方するかの重大な選択を迫られたが、藩主亀井玆監と福羽美静は、中立を保つこ
                                                   
13 池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、11 頁。 
14 池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、14 頁。 
15 池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、14-5 頁。 
16 岡熊臣（1783－1851 年）、幕末に活躍した国学者。石見国鹿足郡木部村（現津和野町）出身。1811 年
から神葬祭運動を展開し 1816 年には家塾の桜蔭館を開いた。平田篤胤門下。池田潔、森澄泰文、岩谷
建三、同書、86 頁。 
17 大国隆正（1792－1871 年）。幕末・明治維新期の国学者・神道家。15 歳で平田篤胤の門下に入る。養
老館の教授。門下には福羽美静などがいる。池田潔、森澄泰文、岩谷建三、同書、80 頁。 






























                                                   
19 加藤隆久「神葬祭復興運動の一問題―津和野藩を中心として―」、國學院大學日本文化研究所編、『國





21 岡田莊司『日本神道史』、吉川弘文館、2010 年、232 頁。 
22 岡田莊司、同書、233 頁。 
















万石・250 名、鹿児島藩 72 万石・250 名、広島藩 42 万石・150 名、高松藩 12 万石・100






                                                   
24 片岡弥吉、同書、104 頁。 
25 片岡弥吉、同書、104－5 頁。 







28 沖本常吉『津和野藩』（津和野ものがたり 1）、津和野町教育委員会、1968 年、122 頁。 
29 沖本常吉、同書、122 頁。 


































                                                   
32 沖本常吉、同書、18 頁。 
33 沖本常吉、同書、20－１頁。 
34 沖本常吉、同書 22 頁。 
35 家近良樹『浦上キリシタン流配事件 キリスト教解禁への道』、吉川弘文館 1998 年、46－7 頁。 




浦上崩れは 4 回起こり、「一番崩れ」は 1790－95（寛政 2）年、「二番崩れ」は 1842（天



















                                                   





















聖寺、富山という西日本の 20 藩（21 箇所）にそれぞれ割り当てられる事となった。これ
を「第二次流配」（或いは、「第二次移送」）呼ぶ。1870（明治 3）年、津和野藩には、最
初の 28 名に第二次流配者 125 名が加えられ、総勢 153 名、これに津和野で生まれた者 10
名を含めた 163 名の事を「津和野キリシタン」と呼ぶのである。 
 津和野キリシタンたちを収容したのは、既に廃寺になっていた光琳寺であった。この場
所は昔から「乙女峠」と呼ばれており、津和野城址から西に尾根続きになっている、標高
360m の「乙女山」に由来する。153 名のうち棄教した者は 80 名と記録されるが、残りは
頑なに信仰を守り続け、その内の 36 名が死亡したと伝えられる。記録によると津和野の
死亡者の合計は 41 名（不改心者 36 名、改心者 5 名）とされている42。浦川和三郎の記録
によると、流配者全員について、不改心帰還が 68 名、改心帰還が 54 名、死亡者が 41 名、
















                                                   
42 松島弘『津和野町史 第四巻』、津和野町教育委員会、2005 年、409 頁。だが、広島教区殉教地・巡
礼地ネットワーク編『広島教区殉教地・巡礼地案内 2003 年版』、カトリック広島司教区、2003 年、
60 頁の表には、死亡者が 39 名となっており、更に、沖本常吉は、前掲書の 97 頁の表で、不改心者の
死者を 34 名としており、死亡人数は史料の依拠するところによってまちまちである。 
43 浦川和三郎『旅の話』（『世界ノンフィクション全集 39』、筑摩書房、1963 年）、361 頁。 
44 広島教区殉教地・巡礼地ネットワーク編、前掲書、18 頁では、36 名となっているが、2013 年の広島
司教区の計算では 37 名となっている。 


































47 岸上英幹『乙女峠 殉教の地を訪ねて』、サンパウロ、2004 年。 







に送られました。第一次の送り込みは、1868 年 8 月に信徒の主だった人たち 28 名でし
た。第二次送り込みは、1870 年 2 月の 125 名でした。第二次の信徒の大部分は、第一
次の信徒の家族や親戚でした。津和野で生まれた子ども 10 人を含めますと、総勢は 163
名です。彼らは乙女峠の光琳寺に預けられ、老若男女を問わず、日夜残酷な拷問にかけ
られ、改宗を責めたてられました。この中で、殉教したものは、36 名、信仰を棄てずに

















                                                   
49 岸上英幹、同書、17－8 頁。 

































  1．長崎のキリシタンが津和野藩に流刑された。 
2．津和野藩には誇り高い神道教育があった。 





6．拷問による「殉教者」は 36 名であった。 
7．外国からの抗議・圧力により切支丹禁制の高札は撤去された。 
 
読者層も執筆目的も異なる 2 つの書物に共通するこれら 7 つの項目が、「津和野キリシタ
ン史」として語り伝えられる物語の根幹をなしていると言える。更に上記の 7項目と共に、 
 
  8．信徒の多くの者が屈強な信仰を持っていた（高木仙右衛門・守山甚三郎など） 




















                                                   



















れたが、これは鮫島尚信（1845－1880 年）が J. Crasset: Histoire de l’église du 
Japon(1715)をパリで見付け、持ち帰って翻訳させたものである。同じ頃、太政官修史
局はケンペル『日本誌』の翻訳を決めているが、こちらの刊行はなされていない。この
他、明治前期に刊行された加古義一編『日本聖人鮮血遺書』（1887）は L. Pagès: Histoire 
des vingt-six martyrs japonais（1862）と L. Pagès: Histoire de la religion chrétienne 
au Japon（1869－70）を、浅井虎八郎編『聖フランシスコザベリヨ書翰記』（1891）は、
H. J. Coleridege[sic]: The life and letters of St. Francis Xavier（1872）を種本にして
                                                   
53 鈴木範久、同書の巻末には大部な年表が付されており、これと目次を除いた本文は 19－376 頁までの






54 清水紘一『キリシタン禁制史』、教育社、1981 年。 









L・リース（Riess, Ludwig 1861－1928 年）の歴史学方法論導入によって近代的歴史記
述が進められた結果、キリシタン研究においても出来る限り一次史料が用いられて行なわ





















                                                   
56 折田洋晴「日本関係洋古書の我が国での受容について」『参考書誌研究』（第 68 号）、2008 年、勉誠出
版、2-3 頁。 
57 折田洋晴、同論文、3 頁。 





























                                                   
59 三田元鍾『切支丹傳承』、厚生閣、1941 年、序文 1 頁。 
































                                                   
61 日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988 年、49 頁、「姉
崎正治」。この項目の執筆者は海老澤有道である。 
62 日本キリスト教歴史大事典編集委員会編、同書、49 頁。 
63 佐藤吉昭、前掲書、32 頁。 





























                                                   
65 佐藤吉昭、同書、27 頁。 
66 高瀬弘一郎『キリシタン時代の研究』、岩波書店、1977 年。 
67 佐藤吉昭、同書、27－28 頁。 
68 高瀬弘一郎『イエズス会と日本 一』（大航海時代叢書、第Ⅱ期六）、岩波書店、1981 年。 





























                                                   
70 家近良樹、同書、6-10 頁。 
71 家近良樹、同書、6 頁。 
72 家近良樹、同書、7 頁。 































                                                   










































                                                   
77 姉崎正治『切支丹宗門の迫害と潜伏』（姉崎正治著作集第一巻）、国書刊行会、1976 年。初版原本は『切
支丹宗門の迫害と潜伏』 同文館、1925 年。 
78 尾原悟編『切支丹の殉教と潜伏 キリシタン研究代 43 輯』、教文館、2006 年、101 頁。 
79 1789-1800 年。 
80 この概念が「殉教」に対応する概念であるか否かは、第 2 章で詳述する。 




するが、これらは 3 つの文書に分かられており、第 10 号文書「マルチリヨの鑑」は慶長年間の 1596
－1615 年に、第 4 号文書「マルチリヨの勧め」は元和年間の 1615 年－24 年に、第 5 号文書「マルチ
リヨの心得」は寛永年間の 1624－44 年に、それぞれ執筆されたと推定されている。浅見雅一『キリシ




























                                                   
82 浅見雅一の『キリシタン時代の偶像崇拝』、第 5 章「迫害化の信仰告白」では、16 世紀に来日したイ
エズス会士・日本準管区長ペドロ・ゴメスの信仰告白理解が取り上げられている。ゴメスは、迫害目的
で敵対者（迫害者）に捕えられそうになった場合、一般信徒は迫害の際に身を隠したり、その場所から
































































                                                   
83 浦川和三郎『切支丹の復活』（後篇）、日本カトリック刊行会、1928 年、177 頁。「･･････然るに今度
ばかりは信徒の意氣地なさを歯痒く思はれてか。『改心した人は要りません』と劍もほろゝの挨拶をし
て、一向相手にして下さらぬ。捨五郎は取付く島もなく悄然と土井へ引返した」。 
84 三俣俊二『姫路・岡山・鳥取に流された浦上キリシタン』、聖母の騎士社、2002 年、15 頁。 
28 
 





















                                                   
85 「じゅんきょう 殉教」、新カトリック大事典編纂委員会編『新カトリック大事典』Ⅳ、研究社、2009
年、256 頁。この項目の執筆者は佐藤吉昭である。 
86 佐藤吉昭『キリスト教における殉教研究』、創文社、2004 年。 
87 佐藤、同書、6 頁。 
88 ジャン・クラッセ（Jean Crasset, 1618-1692 ）はフランスのディエプ（Dieppe）生まれのイエズス
会宣教師である。パリ修練院で哲学をはじめ人文科学全般について講じると共に、多くの宗教書を記
した。太政官翻訳係版は、クラッセがフランソワ・ソリエー（Solier, François 1558－1628 年）の
纏めた Histoire ecclésiastique des îles etroyaume du Iappon（『日本教会史』）をもとにして 1689 年
にパリで刊行したものの第 2 版、1715 年版が翻訳されたものである。日本では明治初期に駐仏公使
鮫島尚信が入手した 1715 年版を、太政官の依頼でフランス人宣教師エヴラールらによって翻訳され、
『日本西教史』と題して出版された。入手先：http://www.kufs.ac.jp/toshokan/gallery/senk53.htm 
（2017 年 11 月 6 日閲覧）  
89 佐藤、同書、7-9 頁。佐藤は 1878 年（明治 11 年）出版としているが、論者は 1880 年（明治 13 年）






Ⅱ 『諳厄利亜語林大成』（1814 年）90 









『諳厄利亜語林大成』の十五巻 草稿 二〔6〕（発行 1814・文化 11 年）には Martyr
の項目がある97。まずオランダ語表記の Martelaar と、朱書きによって「マルテイル」と
                                                   




（2016 年 5 月 8 日閲覧）。 
91 「･･･イギリス船フェートン号（Phaeton）が，オランダ船の拿捕を目的として，お団らの国旗を掲げ
て長崎港に入港し，オランダ商館員二人を捕え，生水，食料品と引き換えに捕虜を釈放して退去した･･･」
（永嶋大典『新版 蘭和・英和辞書発達史』（書誌書目シリーズ 42）、ゆまに書房、1996 年（1970 年）、




門）正栄（1767 年－1822 年）が世話役となり実際の学習には、 オランダ商館のヘトル（荷蔵役）を
勤めていた、イギリス駐在経験のあるオランダ人ヤン・コック・ブロンホフ（Jan Cock Blomhoff）が
その指導にあたった。 
93 片桐一男は、『諳厄利亜語林大成』の命名年を 1812 年（文化 9 年）としている。片桐一男『江戸時代
の通訳官 阿蘭陀通詞の語学と実務』、吉川廣文館、2016、321 頁。 






































                                                                                                                                                   








Ⅲ 『英和対訳袖珍辞書』（1862 年）99 
堀達之助が編纂した『英和対訳袖珍辞書』（初版 1862 年）（英文名 A Pocket Dictionary 
of the English and Japanese Language）は、実質的な日本初の本格的英和辞書である。
フェートン号事件以降もイギリスの捕鯨船が日本近海に再三出現し水や食糧を求めて水
戸藩、薩摩藩などと紛争を繰り返す混乱の時期が続いた。幕府は異国船打払令によって
これを追い返す政策に出たが、結局 1842 年、日米和親条約（1854 年）を皮切りに、日






されたのは文久 2 年（1862 年）のことであった100。「袖珍」とは、永嶋によれば「おそ
らく在日オランダ人から日本の手に渡り、この辞書の底本となったピカルト（Picard, H）
の"A New Pocket Dictionary of the English-Dutch and Dutch-English Languages”（初
版 1843 年（天保 14 年）、再版 1857 年（安政 4 年））の”Pocket”から来ている･･････」101
と述べている。編者堀達之助は、幕府からの命を受け、ピカルトの辞書102のオランダ語
                                                   
99 堀達之助『英和對譯袖珍辭書』、江戸：洋書調所、1862 年（文久 2 年）。立教大学「堀達之助『和英対
訳袖珍辞書』デジタルライブラリ
（http://library.rikkyo.ac.jp/digitallibrary/shuchinjisho/contents/pdf/eiwa_03_M-R.pdf） 
（2016 年 6 月 15 日閲覧） 。 
100 永嶋、前掲書、52-53 頁。 
101 この辞典は、「H. Picard の編纂によるもので、英蘭と蘭英の部からなる総 551 頁の小型辞書である。
本書とその改訂版（1857）は最初の本格的英和辞典『英和対訳袖珍辞書』(1862)の底本として用いら
れ、セウェル、ホルトロップの英蘭辞書とともに日本英学史上重要な役割を果たした」。大阪府立大学
ハーモニー博物館の’A new pocket dictionary of the English and Dutch languages, remodelled and 
corrected from the best authorities’ の解説から引用。
http://www.museum.osakafu-u.ac.jp/html/jp/library/book/detail.php?id=9 （2016年 6月 18日閲覧）。 
初版は 1843 年（天保 14 年）、再版 1857 年（安政 4 年）。1867 年以降の版からは形が大きくなり、そ
の形が昔の「木枕」に似ているところから「枕辞書」と呼ばれるようになった。既にポケット（袖珍）
ではなくなったということである。永嶋、同書、53 頁。 
102 A New Pocket Dictionary of the English - Dutch and Dutch-English Languages, 2nd Edition, 
Revised and Enlarged By A.B.Maatjes,1857. 岩堀行宏『英和・和英辞典の誕生―日欧言語文化交流
史―』、図書出版社、1995 年、143 頁。 
32 
 
の部分を日本語に翻訳して英和辞書に仕立て、1862 年 8 月に至って脱稿し、200 部を印





 この底本となった A New Pocket Dictionary of the English - Dutch and 










えるだろう。『英和対訳袖珍辞書』の底本A New Pocket Dictionary of the English - Dutch 
and Dutch-English Languages,2nd Edition,1857 は、Martyr の関連語として、




                                                   
103 この英蘭辞典は大阪府立大学のハーモニー博物館のデジタルアーカイブスで閲覧可能である。 
104 http://www.meijigakuin.ac.jp/mgda/waei/topics/waei.html（2016 年 5 月 1 日閲覧）。 
105 尤も、当時の 200 部がどれほどの量的価値を持っていたかは十分に検証すべきであろう。 
106 A New Dictionary of the English and Dutch Languages, では、Martyr-ed,-ing に martelen、
Martyrdom に martelaarschap、Martyrology に martelaarsboek の語がそれぞれ充てられている。 
107 大阪府立大学のデジタルアーカイブサイトの『英和対訳袖珍辞書』は、本文の巻末 499 頁に「明治二
己巳年」とあり、初版の改訂版であるか再版として 1869 年に発行されたものであると思われる。こ
の再版でも訳語の内容は同じであった。 





























                                                                                                                                                   
unko08_c0544_0001_p0170.jpg （2016 年 10 月 21 日閲覧）。 
109 Martelaar のこと。 
110 国立国会図書館デジタルコレクションによれば、本辞書は 1810 年（文化 7 年）出版とされている。
http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2559391 （2016 年 10 月 21 日閲覧）。 
111 永嶋、前掲書、53 頁。（ ）内は論者。 
































 福澤が 1874（明治 7）年という明治初期に Martyrdom という行為の概念を用いて論
じていることは大変興味深い。福澤は Martyrdom の意味を、主従の忠孝や世の中への利
                                                   
113 慶応大学デジタルギャラリー「FUKUZAWA BOOK COLLECTION」より引用。









Ⅴ 『和英語林集成』（初版 1867 年・第二版 1872 年・第三版 1886 年） 
 次に『和英語林集成』について検討する。これを編纂した J.C.ヘボン（Hepburn, James 
Curtis 1815－1911年）114はこの辞書の種本としてW.H.メドハースト（Medhurst, Walter 
Henry 1796－1857 年）115の An English and Japanese, and Japanese and English 
vocabulary を使用している116。このメドハーストの辞書には Martyr はない117。この辞
書の語彙羅列はアルファベット順ではなく種目ごとであり、Martyr が入ると思われる
Religion や Verbs などの項目にも出てこない118。ヘボンの『和英語林集成』の初版は 1867







                                                   
114 Hepburn, James Curtis ペンシルヴァニア州ミルトンに生まれる。プリンストン大学、ペンシルヴ
ァニア大学にて医学を修め、1936 年に医学博士号を取得。彼は 1841 年からの 5 年間、シンガポール、
マカオ、アモイの各地で医療伝道に従事した後、アメリカに戻り、ニューヨーク市内に眼科を開業し
13 年間医療活動にあたった。その後、米国長老派教会の宣教師として妻クララと共に 1859 年に来日
し、神奈川で日本語研究に取り組み、主に眼科治療を行いながらキリスト教を伝道し、日本初の和英
辞典『和英語林集成』を編纂したのである。岩堀、前掲書、261 頁。 
115 Medhurst, Walter Henry（1796－1857 年）、バタビア（オランダ統治下のジャカルタ）にてこの英
和・和英の語彙集を編纂した。イギリス人宣教師。岩堀、前掲書、94 頁。海老澤有道によると、メド
ハーストは、日本布教に燃え、1828 年、長崎に渡航しようとしたが、失敗に終わったという。海老
澤有道『維新変革期とキリスト教』、新生社、1968 年、65 頁。 
116 小嶋義郎『英語辞書の変遷 米英日本を併せ見て』、研究社、1999 年、268-9 頁。 
117 辞書の本文は HATHI TRUST Digital Library から閲覧できる。
https://catalog.hathitrust.org/Record/100138636 （2016 年 6 月 19 日閲覧）。 
118 「シュス Satin」の次が「ジュンジュンニ By turns」、「ジウ」の項は「ジウシツ Seventeen」で終
わっており「殉」の文字は見当たらない。Medhurst, ibid., p. 328 







『和英語林集成』は 1872 年（明治 5 年）に 2 版が，1886 年（明治 19 年）には第 3
版が出ている．明治 30 年代までは和英辞典と言えばヘボンの独壇場であった．120 
 





 この 5 年後に改訂した第二版（1872 年）では初めて Martyr の項目が登場する。ここ
では Martyr を「Jun suru hito」、Martyrdom を「Jun suru koto」と訳しており、初め
て Martyr と「殉」の概念が結び合されている。 
 第二版を 14 年ぶりに大幅改訂した第三版（1886 年）では更に大きな変化を見せてい
る。「和英の部」では「JUNKYO・ジユンケウ・殉教」という語が初めて登場し、この語
に対して「Dying for one’s religion：―sha, a martyr.」と説明されている。更に「英和の
部」においても、Martyrの説明として「Michi ni jun-suru koto」「jundo sha, junkyo sha」
となっており、「殉教」という言葉の登場に加え、「英和」「和英」の両方の立場から「殉















                                                   



























Ⅵ 『言海』（1889 年-91 年） 
 今野真二が山田俊雄の言葉に依拠し123、「「小規模に見えるが、編修の準備調査に編者
独力の多大の苦辛を費やした稀有の作品で」「今日においても普通辞書の範とすべきもの」
                                                   
121 「日本西教史」、日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988
年、1058 頁。この項目の執筆者は海老沢有道。 
122 日本キリスト教歴史大事典編集委員会編、同書、1058 頁。 






























                                                   
124 「 」内は、『国語学大辞典』、東京堂出版、1980 年、283 頁の山田俊雄の言葉の引用。 















いうことだけでなく、『言海』の種本になっている、ノア･ウェブスター（Webster, Noah   






「オクタボ版」とは、Webster's Dictionary 1828 - Online Edition の説明によれば、八
つ折り版で名詞と形容詞を載せた簡略的なものである127。ウェブスターのオクタボ版は








                                                   
126 大槻文彦『言海』、大槻文彦、1891 年、巻末（頁数なし）。 
127 OCTA'VO, noun [Latin octavus, eighth.] A book in which a sheet is folded into eight leaves. The 
word is used as a noun or an adjective. We say, an octavo or an octavo volume. The true phrase is, 
a book in octavo. 
Webster's Dictionary 1828 - Online Edition http://webstersdictionary1828.com/Dictionary/Octavo 
（2016 年 6 月 24 日閲覧） 
128 稲村松雄『青表紙の奇蹟 ウェブスター大辞典の誕生と歴史』、桐原書店、1984 年、224 頁。 
129 リチャード M.ロリンズ『ウェブスター辞書の思想』（瀧田佳子訳）、東海大学出版会、1983 年、197
頁。 
130 リチャード M.ロリンズ、同書、198-204 頁。 






























                                                   
132 リチャード M.ロリンズ、同書、209 頁。 
133 リチャード M.ロリンズ、同書、208 頁。 
134 出典は Webster's Dictionary 1828 - Online Edition の Noah,Webster 




し、この語を「dying for one’s religion」と説明された。しかしそれには第二版の「殉す
る」という語が一役買っていたのであった。ジアン・クラッセ著、太政官翻訳係版『日





























                                                   
135 国立国会図書館デジタルコレクション、ジアン・クラセ『日本西教史』（上巻）、坂上半七、1880 年
（明治 13 年）、3 頁。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/824973/27 （2016 年 9 月 8 日閲覧）。 
136 佐藤、前掲書、32 頁。 
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［表Ⅰ］ Martyr の和訳、又は Martyr を「殉教」と結びつけて説明された辞書 








   
American 
Dictionary 






 noun [Gr. a witness.] 
One who, by his death, 
bears witness to the 
truth of the gospel. 
Stephen was the first 
christian martyr  
To be a martyr signifies 
only to witness the truth 
of Christ. 
 One who suffers death 
in defense of any cause. 
We say, a man dies a 
martyr to his political 
principles or to the cause 
of liberty. 
 noun The 







the faith of the 
gospel. 
He intends to 
crown their 
innocence 
with the glory 
of martyrdom 












the English and 
Dutch anguages 































殉教140(oshie no tame ni 
shinuru) Dying for one’s 
religion： 
―sha,  a martyr. 










 Jun suru koto.  
『言海』(1891年) ――― ――― ――― ――― 
                                                   
137 Webster's Dictionary 1828 - Online Edition http://webstersdictionary1828.com/Dictionary/Martyr
（2016 年 5 月 6 日閲覧）。 
138 和英の部に「殉死」の項目があり、Accompanying to Hades, as servants who commit suicide on the 
death of a master.と説明されている。 
139 初版と同じく「殉死」の項目がある。Dying for another,―spoken of servants who commit suicide on 
the death of a master.と記載されており、初版の説明「Hades（「黄泉」（陰府））に同行する」から




［表Ⅱ］ 『言海』（1891 年）に掲載されたキリスト教関連の重要語句 














③ 志”ゆん志 殉死 主君ノ死ヲ追ヒテ自殺スル。オヒバラ。 502 










⑥ テンシュ 天主 耶蘇敎ノ神。でうすノ音譯字、其條ヲ見ヨ。 698 


























































おいて先行したドイツでは、Historische Zeitschrift が 1859 年に刊行され、イギリスでは
English Historical Review が 1886 年に、やや遅れてアメリカ歴史学会の American 





                                                   
141 福井憲彦『改訂新版 歴史学の現在』、財務省印刷局、2001 年、145 頁。 
142 福井憲彦、同書、145 頁。 
143 -UTokyo Research 「歴史を記述するということ」
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/utokyo-research/feature-stories/recorded-history-unwritten-future/






















 一方、1930 年～40 年代、「アジア・太平洋戦争」前後の日本では「皇国史観」による歴
史叙述が行なわれ、特殊な経緯を辿っていくことになるが149、「第二次世界大戦」が終結
した後、1960 年代以降の西洋では、歴史学における「事実」問題が取り上げられていく。
現在歴史学の古典とされている E・H・カーの『歴史とは何か』が 1961 年に出版され、「事
実と解釈」という側面から歴史が追求されるようになり、事実は事実として存在するが、
「それを解釈する歴史家の作法こそが重要だ」150と考えられていく。そこから歴史学は「言
                                                   
146 福井憲彦、同書、146 頁。 
147 福井憲彦、同書、146 頁。 
148 ゲオルグ・G・イッガース、早島瑛訳『20 世紀の歴史学』、晃洋書房、1996 年、4 頁。Iggers, Georg. 








望」」、森明子編『歴史叙述の現在 歴史学と人類学の対話』、人文書院、2002 年、179－181 頁。 
150 喜安朗、成田龍一、岩﨑稔『立ちすくむ歴史 E.H.カー『歴史とは何か』から 50 年』、せりか書房、


































                                                   
151 ジョヴァンニ・レーヴィ「ミクロストーリア」、ピーター・バーグ編『ニューヒストリーの現在 歴
史叙述の新しい展望』（谷川稔、谷口健治、川島昭夫、太田和子他訳）、人文書院、1996 年、110 頁。 































                                                   
153 ポール・リクール『記憶・歴史・忘却』（上）（久米博訳）、新曜社、2004 年、Ricœur, P., "La mémoire, 
l'histoire, l'oubli.” Paris, 2000. 
154 ポール・リクール、同書、20 頁。 
155 ポール・リクール、同書、20 頁。 




























                                                   
157 ジャック・ル・ゴフ『歴史と記憶』（立川孝一訳）、法政大学出版局、1999 年、91 頁。 
158 ジャック・ル・ゴフ、同書、91 頁。 
159 ポール・リクール、前掲書、34－5 頁。 
160 ポール・リクール、同書、85 頁。 
161 ポール・リクール、同書、93 頁。 
































                                                   
163 ポール・リクール、前掲書、95 頁。 


































                                                   

































































がなされた 1870－1900 年頃に F・マルナスやルマレシャル171などの MEP172宣教師らに
                                                   
170 巻田悦郎、同書、116 頁。 
171 ルマレシャル（Lemarechal, jean-Marie-Louis 1842－1912 年）は、レンヌ司教区内に生まれ、1866
年に司祭叙階、69 年パリ外国宣教会入会。1870 年に来日し、以後日本で活動を続けた。没後は静岡
カトリック教会墓地に葬られた。日本キリスト教歴史大事典編集委員会、前掲書、1509 頁。 
172 パリ外国宣教会（Société des Missions Étrangères de Paris.）カトリック男子修道会。外国宣教を目
的とする教区司祭による最初の宣教会。日本には、1831 年、布教聖省の委託を受けて中国東北部、







































































                                                   
173 好井裕明、三浦耕吉郎編『社会学的フィールドワーク』、世界思想社、2004 年。 
174 好井裕明、同書、9 頁。 
175 好井裕明、同書、9－10 頁。 
































                                                   
































                                                   







































第 4 章 キリシタン殉教のプロトタイプの形成 























                                                   
179 キリシタン版とは、狭義には 1590 年 7 月巡察師 A・ヴァリニャーノによって日本に初めて活版印刷
機が持ち込まれてから 1614 年の大迫害で出版不能になるまでの間にイエズス会によって発行された
出版物のこと。「キリシタン版」日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事
典』、教文館、1988 年、415 頁。同項目の執筆者は海老沢有道。 
180 狹間芳樹「近世日本における聖書受容と文化／社会抵抗―キリシタンの殉教をめぐって―」『キリス
ト教と文化研究』（第 13 号）（2010 年度研究プロジェクト報告）、関西学院大学、2011 年。202 頁。 
181 姉崎正治『切支丹宗門の迫害と潜伏』（姉崎正治著作集第一巻）、国書刊行会、1976 年。 
182 浅見雅一『概説キリシタン史』、慶応義塾大学出版会、2016 年、161 頁。 


























                                                   
184 浅見雅一、同書、161 頁。 
185 Cardim, António Francisco., Fasciculus e Japponicis floribus, suo adhuc madentibus sanguine, 
Rome, 1646. 尚、ポルトガル語版は、Lisboa, 1650. 日本語翻訳版では『日本の精華』の他、『日本
殉教精華』とも訳される。「カルディム」日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教
歴史大事典』、教文館、1988 年、330 頁。 
186 ペドゥロ・モレホン『続日本殉教録』（キリシタン文化研究シリーズ 11）（野間一正、佐久間正共訳）、
キリシタン文化研究会、1973 年。原著は Morejon, Pedro., Historia Y Relacion De Lo Svcedido En 
Los Reinos De Iapon y China, Lisboa 1621.  
187 佐藤吉昭、前掲書、22 頁。 
188 ペドゥロ・モレホン『日本殉教録』、（キリシタン文化研究シリーズ 10）（佐久間正訳）、キリシタン
文化研究会、1974 年。原著は、Morejon, Pedro., Relacion de la Persecvcion qve vvo en la Yglesia de 







 ペドゥロ・モレホンは 16 世紀日本の宣教状況を報告するために『日本殉教記』（1616



















                                                   
189 佐藤吉昭、同書、23 頁。 
190 ペドゥロ・モレホン、前掲書、18 頁。 





































                                                   
193 佐藤吉昭、前掲書、23－4 頁。 
194 佐藤吉昭、同書、25 頁。 
195 浅見雅一、前掲書、161 頁。 




























                                                   
197 浅見雅一、同書、165 頁。 
198 浅見雅一、同書、166 頁。 

































ごした後、約 250 年振りに表舞台に登場した者たちであった。その為、16－17 世紀のキ
リシタンたちと明治期潜伏キリシタン（或いは復活キリシタン）と同じ教理を共有してい
                                                   
201 ルイス・フロイス『日本二十六聖人殉教記』（結城了悟訳）、聖母文庫、1997 年、224－6 頁。 
202 浅見は、十字架にかけられた出来事という意味で「キリスト論」を使用しており、いわゆる「キリス
ト論」とは異なった用い方をしている。 









 Ⅱ A・ヴィリオンの紹介する日本キリシタン殉教史 
――『日本聖人鮮血遺書』と「映画『殉教血史 日本二十六聖人』―― 
 第二部で詳しく述べる事になるが、津和野キリシタンの「殉教」に影響を与えた A・ヴ
ィリオン（Villion, Aimé 1843－1932 年）は『日本聖人鮮血遺書』を著した。正確には、
彼が毎週教会で語った「日本の殉教者」に関する説教を、加古義一が筆記したものである205。
内容は、フランス人レオン・パジェス（Pagés, Léon 1814-1886 年）206の Histoire des 
vingt-six Martyrs Japonais, Paris, 1861.（邦訳『日本廿六聖人殉教記』）207と Histoire de 








                                                   
204 池田敏雄『津和野への旅 長崎キリシタンの受難』、中央出版社、1992 年、60 頁。 




力を注ぎ、『シャヴィエル書簡集』2 巻（Letters de S.F.Xavier, 1855）を著した。又、日本書誌学の
先鞭をつけたものとして『日本図書目録』（Bibliographie japonais ,59）を編纂した。更に、キリシタ
ン版『日葡辞書』の改編である『日仏辞書』（Dictionnaire Japonais- Français, 68）の編纂を行うな
ど、キリシタンの史的研究の基礎を築いた。（日本キリスト教歴史大事典編集委員会編、『日本キリス
ト教歴史大事典』、教文館、1988 年、1108 頁。「パジェス」の項目、執筆者は海老沢有道）。 
207 レオン･パジェス、松﨑實校註『日本廿六聖人殉教記』（木村太郎訳）、岩波書店、1931 年。 
208 レオン･パジェス『日本切支丹宗門史（上･中･下）』（吉田小五郎訳）、岩波書店、上中巻 1938 年、下


























                                                   
209 松崎實、前掲書、5 頁。 
210 小松弘、牧野守監修、佐藤洋編集（復刻版）『キネマ旬報』（第 411～415 号）、文生書院、2012 年、
122 頁。 
211 ヘルマン・ホイヴェルス（Heuvers, Hermann 1890－1977 年）、上智大学（上智学院）第 2 代学長
としてのみならず、文芸の面でも活躍した。「ホイヴェルス」日本キリスト教歴史大事典編集委員会
編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988 年、1276－7 頁。同項目の執筆者は尾原悟。 
212 山梨淳「映画『殉教血史 日本二十六聖人』と平山政十  一九三〇年代前半期日本カトリック教会の
文化事業」、『日本研究』（第 41 集）、国際日本文化研究センター、2010 年、190 頁。 
213 小松弘、牧野守監修、佐藤洋編集、同書、122 頁。 
214 小松弘、牧野守監修、佐藤洋編集、同書、127 頁。 
215 日活株式会社 映像事業部門 版権営業部 管理業務チームの谷口公浩氏からの調査回答による。（2017
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年 9 月 19 日。E-mail による回答）。 
216 小松弘、牧野守監修、佐藤洋編集（復刻版）『キネマ旬報』（第 405～421 号）、文生書院、2012 年、
87 頁。 
217 日本活動写真『殉教血史 日本廿六聖人』、1931 年、1 頁。 


























                                                   
219 山梨淳、前掲論文、190－1 頁。 
220 山梨淳、同論文、191 頁。 
221 山梨淳、同論文、189 頁。 
222 平山政十の父平山政吉は、甚三郎の妻タキの弟に当たる。池田敏雄『キリシタンの精鋭 津和野乙女
峠の受難者たち』、中央出版社、1972 年、264 頁。 
223 創立者はフランス人マリア会員ジャック・バルツ。1892（明治 25）年、海星学校として設立され、
1903（明治 36）年に海星商業学校、1911（明治 44）年、海星中学校に改組。1948（昭和 23）年に
学制改革により、海星高等学校、海星中学校となる。 
224 山梨淳、前掲論文、183 頁。 
225 山梨淳、同論文、180 頁。 

























                                                   
227 山梨淳、同論文、195 頁。 
228 小松弘、牧野守監修、佐藤洋編集、前掲書、86－8 頁で照会されている、14 作品のうち、4 館で上映
されているのは『殉教血史 日本廿六聖人』を含めて 6 作品であり、他の 8 作品は 1 館のみの上映と
なっている。 
229 山梨淳、前掲論文、196 頁。 
230 レオン･パジェス、松﨑實校註『日本廿六聖人殉教記』（木村太郎訳）、岩波書店、1931 年。 
231 山梨淳、同論文、197 頁。『日本カトリック新聞』（324 号）1931 年 12 月 27 日付の、岩波書店広告
には「今秋特作大映画に依て全国に紹介された日本廿六殉教者の正史正伝である」と述べてられてい
る。 






































































                                                   







































                                                   
























                                                   
236 帰正とは、他教派からカトリックに改宗する事を指す言葉。例えば海老澤有道は、潜伏者がカトリッ 
クに合流することにこの語を用いる。特に、以下を参照のこと。海老澤有道『維新変革期とキリスト 
教』新生社、1968 年、146－9 頁。 
237 片岡弥吉『かくれキリシタン ―歴史と民俗―』（NHK ブックス 56）、日本放送出版協会、1967 年、 
13－4 頁。 
238 浦川和三郎『切支丹の復活』上･下、日本カトリック刊行会、1927 年。 
239 F.マルナス『日本キリスト教復活史』（久野桂一郎訳）、みすず書房、1985 年。原著の発行は 1896 年。 
240 プティジャンの前に現われたキリシタンは十数名であったが、その中で名前が分かっているのは、ク
ララてると、姉のイザベリナゆりだけである。池田敏雄『キリシタンの精鋭 津和野乙女峠の受難者
たち』、中央出版社、1972 年、220－1 頁。 
241 ベルナール＝タデ＝プティジャン（Petitjean, Bernard-Thadée 1829－84 年）。1860 年に那覇に滞
在した後、横浜を経て 1863 年から長崎に着任。阿部律子「長崎のフランス人神父一覧」『長崎県立大
学論集』（第四〇巻第四号）、2007 年、37 頁。 




























244 片岡弥吉『日本キリシタン殉教史』、時事通信社、1979 年。 
245 例えば、村井早苗『キリシタン禁制と民衆の宗教』（日本史リブレット 37）、山川出版社、2002 年、
100 頁。 


































                                                                                                                                                   
然るべき悪法となる。だが、それも一つの歴史観であり、江戸幕府がこれを禁じていた事を肯定する
文献が無いという事実は、それだけで歴史叙述の客観性の瑕疵と言うべきだろう。石渡延男・越田稜
編著『世界の歴史教科書 11 ヵ国の比較研究』、明石書店、2002 年、258-9 頁。 
247 高木慶子『高木仙右衛門に関する研究―「覚書」の分析を中心にして―』、思文閣出版、2013 年 
248 高木、同書、64-6 頁。 
249 津和野キリシタン史における「逸話」「感動秘話」については、本稿第二部第 3 章にて詳しく論ずる
事となる。 


































                                                   
251 高木慶子はこの部分を 2 つに分けているが、その分類が不明瞭であるため、論者はこれを 1 つの項目
にし更に 3 項目に分けている。 
252 高木慶子、同書、65 頁。 
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253 例えば、安高啓明の『浦上四番崩れ』 では、第 1 章「浦上四番崩れ」が、ⅱ)－(A)(B)(C)、3 章「信
仰と崩れ」がⅲ)－2．、4 章の 1 項が、ⅱ)－(C)(D)(E)、と分類できる。 
254 パリ外国宣教会（Société des Missions Étrangères de Paris）は、「パリミッション」或いは略称と
して「MEP」とも表記される。日本での宣教並びに沿革については脚注 171 参照。 
255 F.マルナス『日本キリスト教復活史』（久野桂一郎訳）、みすず書房、1986年（原著Marnas, Francisque., 
La Religion de Jesus (Iaso ja-kyo) ressuscitée au Japon dans la seconde moitié du XIXe siècle v. 
1.2, Paris, 1896.） 
256 浦川和三郎『旅の話』（浦上切支丹史別冊）、長崎公教神学校版、1938 年。 
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 高木仙右衛門の生涯については高木慶子の著作に詳しい257。彼は 1824 年 3 月 12 日（文
政 7 年 4 月 11 日）、長崎浦上村に生まれた。徳川初期の長崎内町の町年寄高木作右衛門の
一族、高木権左衛門を祖とする。作右衛門一家は信仰から離れたが、権左衛門は信仰を守















めたのが 1877 年 7 月 9 日263である。また F.マルナスが「1880（明治 13）年の初めに、
プティジャンは、彼の存在をそれほど必要としなくなった大阪を去ることを決意した」264
と記していることなどから、『高木覚書』の執筆年が 1877 年―1879 年であったという高
木慶子の執筆年代設定は当を得たものと考えられる265。高木仙右衛門は過去の記憶を辿り
ながら、54 歳から 56 歳頃の間にこの『高木覚書』を執筆したことになる。 
                                                   
257 高木慶子、前掲書、26-29 頁。 




260 高木、同書、121 頁。 
261 高木、同書、111 頁。 
262 高木、同書、123 頁。文中のエピスコホは司祭のラテン語［episkopos］のこと。 
263 高木、同書、32 頁。 
264 F.マルナス、前掲書、520 頁。 




































                                                   
266 高木、前掲書、34 頁。本文は同書 109 頁。 
267 マルナス、前掲書、266－7、272、279、280、293－5、306－7、348、393 頁。 
268 「森松次郎」、日本キリスト教歴史大事典編集委員会『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988
年、1411 頁。 
269 五野井隆史、デ・ルカ・レンゾ、片岡瑠美子監修『旅する長崎学 4 キリシタン文化Ⅳ 「マリア像」
が見た奇跡の長崎』、長崎文献社、2006 年、47 頁。 




った 1867 年、その発端となった自葬事件271から述べ始め、流配される 1868 年までの 1
年間272の出来事が記されている。後者は 1868 年に津和野に流配されてから、光琳寺での
流配生活を綴ったものであるが、流配生活自体が 1873 年 5 月 9 日まで続いていたにもか









 1．高木仙右衛門が 54‐56 歳頃（1877‐1879 年頃）に書かれた史料である。 










                                                   
271 浦上四番崩れは内部密告によってではなく、キリシタンたちが自らの信仰によって葬式を挙げた「自




272 沖本によると、浦上四番崩れが起こったのは 1867 年（慶応 3 年）6 月 3 日（旧暦）となっているが、
高木、前掲書の 195 頁にある年譜によれば、埋葬事件が同年 4 月（新暦）にあり、同 4 月 20 日に総
代と共に代官屋敷へ出頭したと記されている。更に高木仙右衛門らの津和野流配は 1868 年（慶応 4
年）6 月 17 日とされるので、長崎での出来事は実質 1 年間である。沖本常吉『乙女峠とキリシタン』
（津和野ものがたり 3）、津和野町教育委員会、1971 年、173－4 頁。 
273 高木、前掲書、197 頁。旧暦霜月 26 日。 





年から執筆まで――最も早い段階とされる 1877 年と考えた場合――、4 年の月日が流れ
ている。内容が 1867 年―1869 年までの出来事である事を考えた場合、8 年から 10 年前
















活史』）275である。この原著は、La religion de Jésus (Iaso ja-kyo) ressuscitée au Japon 
dans la seconde moitié du XIX e siècle, Paris, 1896. という二巻本であり、マルナスがこ







                                                   
275 F・マルナス『日本キリスト教復活史』（久野桂一郎訳）、みすず書房、1985 年。 




































り 5 つ挙げている281。 
 
 ⅰ）「迫害の剣を逃れたキリスト教徒が、彼らの敵や密告者のなかで、彼らの先祖の信仰
                                                   
277 「マルナス Marnas, Francisque」、日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史
大事典』、教文館、1988 年、1343 頁。 
278 日本滞在中は大阪名誉司教総代理を務め、1919 年にクレモン司教の補佐司教、1921 年にクレルモン
-フェランの司教となった（F.マルナス、前掲書、著者略歴）。 
279 日本キリスト教歴史大事典編集委員会、前掲書、1343 頁。 
280 F・マルナス、同書、緒言、xii 頁。 



























































高札が降ろされた 3 年後、1876 年に長崎坂本町に生まれる。彼の両親は浦上四番崩れで
鹿児島に流配されたキリシタンであった。1888 年長崎公教神学校に 12 歳で入学し、1906
年 7 月、30 歳で卒業した。同年司祭に叙階され、1907 年五島水ノ浦教会に赴任する。1909
年 9 月に長崎大浦天主堂主任司祭に転任し、長崎公教神学校教授を兼務した。1918 年に
は同校の専任教授になり、1928 年に第 6 代校長に就任する事となる。1942 年、仙台司教
として叙階し着座した。1954 年同職を辞任し、翌年 1955 年 11 月 24 日に死去するまで、





                                                   
282 F・マルナス、同書、緒言、xiii‐xiv 頁。 
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①1915 年  ：『日本に於ける公教会の復活 前篇』 
②1927 年  ：『切支丹の復活』（前篇）（『日本に於ける公教会の復活』の改訂増補版） 
③1928 年  ：『切支丹の復活』（後篇）（同上） 
④1938 年  ：『旅の話』（上記（後篇）第三章の抜粋） 
⑤1943 年  ：『浦上切支丹史』（『切支丹の復活』の新編） 
⑥1944 年  ：『朝鮮殉教史』 
⑦1951 年  ：『五島キリシタン史』 
⑧1957 年  ：『東北キリシタン史』 
 
最初に出版された①『日本に於ける公教会の復活 前篇』の例言の中で浦川は、「本書は

















                                                   
283 浦川和三郎『日本に於ける公教会の復活 前篇』、天主堂、1915 年。 












 浦川は、1873 年の解放から 65 年が経ち証言者が永眠していく中、キリシタン流配の出



















が 12 歳で長崎公教神学校に入学し 1906 年 30 歳で卒業するのであった。彼が 1896 年発
行のマルナスの著作『復活史』をどの時期に読む事が出来たのかは不明であるが、少なく
とも 1915 年の『日本に於ける公教会の復活 前篇』を執筆する数年前には知っていた事は
                                                   

























じ MEP の宣教師として 1868 年から 1932 年までの 64 年間日本で司牧した。彼はプティ
ジャン（日本教区長）や、バチカンの高位聖職者になったマルナスとは異なり、その生涯
を一司祭として送った。 
                                                   
287 エメ・ヴィリオン（1843－1932 年） ラテン語読みをして Amatus Villion とも呼ばれる）。フラン
ス・リヨン生まれ、パリ外国宣教会宣教師。1868 年長崎に来日し、浦上四番崩れの信徒たちを窓越




集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988 年、157 頁。同項目の執筆者は池田敏雄。 
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 ヴィリオンは日本での宣教 50 年間の記録として Cinquante ans d’apostolat au Japon, 
Paris, 1923.（以下、『宣教 50 年』）288を纏め出版している。同書は 1936 年、ドメンザイ















 A・ヴィリオン研究については、1923 年に『宣教 50 年』が出版されてから 16 年後にカ
トリック信徒の狩谷平司が『ビリヨン神父の生涯』290、更にその 28 年後に池田敏雄が『現
代日本カトリックの柱石 ビリオン神父』を著した291。この両著作共に A.ヴィリオンの




                                                   
288 日本宣教 50 年。原著そのものの訳書はないが、原著を基に加筆した 2 つのヴィリオン伝（池田敏雄
『ビリオン神父』、中央出版社、1965 年。狩谷平司『ビリヨン神父の生涯』、東海出版社、1939 年）
が出版されている。 
289 ヴィリオンの『宣教 50 年』には、守山甚三郎の訪問や光琳寺跡地での出来事など、部分的に津和野
や津和野に流配されたキリシタンとの出来事について語られている箇所がある。それらは彼独自のも
のであり、『復活史』や『高木覚書』などとは異なる証言となる。 
290 狩谷平司『ビリヨン神父の生涯』、東海出版社、1939 年。 































ると考え、ここに筆を起こすに至ったのである」（同書 1 頁）。 
293 A.ヴィリオン、加古義一記『日本廿六聖人致命略傳』全、大阪天主堂、1887 年。 
294 A.ヴィリオン閲、加古義一編『山口公会史』、京都印刷、1898 年。 















































血遺書』の典拠はレオン・パジェス（Pagés, Léon）300の Histoire des vingt-six Martyrs 
Japonais, Rome, 1861（『日本廿六聖人殉教記』）301と Histoire de la religion chrétienne au 























































書の出版年は 1898 年であるが、ヴィリオンは「あとがき」の年月日を、出版 3 年前の 1895 年 4 月
10 日と記している。加古義一、同書、382 頁。 
298 加古義一編、A・ヴィリオン閲『日本聖人鮮血遺書』、聖若瑟教育院、1911 年。 
299 松崎は次のように述べる。「其の校訂に當つて初めて「鮮血遺書」の種本がパゼスの日本基督教史（Pagés,  







300 レオン・パジェス（1814－86 年）については前出。 
301 レオン･パジェス、前掲書、岩波書店、1931 年。 
90 
 


























                                                   
302 レオン･パジェス『日本切支丹宗門史（上･中･下）』（吉田小五郎訳）、岩波書店、上巻 1938 年・中巻
1940 年・下巻 1940 年。 
303 Pagés, Léon., Histoire de la religion chrétienne au Japon depuis 1598 jusqu‘à 1651, Paris, 1869. 
304 松崎實著『考註切支丹鮮血遺書』、改造社、1926 年、10 頁。 





























                                                   
306 レオン･パジェス、木村太郎訳、松﨑實校註、前掲書、7 頁。 
307 原著：A・ヴィリオン、原作者：ホイヴェルス、監督：池田富保、後援：平山政十、制作：日活、出
演：山本嘉一、片岡千惠藏 他、『殉教血史 日本二十六聖人』、公開：1931 年 10 月。 
308 山梨淳「映画『殉教血史 日本二十六聖人』と平山政十  一九三〇年代前半期日本カトリック教会の




 パジェス 出版年   ヴィリオン 出版年 
1    1 『日本廿六聖人致命略傳』 1887 年 
2 
Pagés, Léon., Histoire de la  
religion chrétienne au Japon. 
1861 年  2 
加古義一編、『日本聖人鮮血遺書』 
の第 2 章以降 
1887 年 
3 
Pagés, Léon., Histoire des  
vingt-six Martyrs Japonais. 
1869 年  3 
加古義一編、『日本聖人鮮血遺書』 
の第 1 章 
1887 年 
 
Pagés, Léon Histoire des  































 迫害を生き延びた流配キリシタン当事者である守山甚三郎（1848 年－1932 年）が『守
山覚書』を執筆したのは F.マルナスが『復活史』を著してから 10 年以上を経てのことだ
                                                   
309 ジアン・クラッセ（Jean Crasset, 1618-1692）。著者並びに書誌情報については脚注 88 参照。 
310 淺井乕八郎編『聖フランセスコザベリヨ書翰記』、淺井乕八郎、1891 年。 
311 増田良二「松崎実」、日本キリスト教歴史大事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、
1988 年、1325 頁。 
312 山梨淳、前掲論文、189 頁。 
























 守山甚三郎は 1868 年の第一次流配者の 28 名の内の一人であり、津和野流配の最初から
最後までこの地に幽閉されていた人物である。彼は浦上村中野郷浦中野の人で、父国太郎
と共に大浦天主堂で教理の勉強をしており317、他の信者にとって指導者的な立場にあった。




な か免」とあり、1872 年に死去した者の名前があることから、流配以降 4 年間に津和野
で死亡した信徒たちを時系列に並べている事が分かる。パチェコ・ディエゴは「死亡者名
簿」が書かれた経緯について、守山甚三郎の息子守山寛一の言葉を引用し次のように述べ
                                                   
314 パチェコ・ディエゴ『守山甚三郎の覚書』、二十六聖人記念館、1964 年。 
315 高木慶子、前掲書、35 頁。 
316 パチェコ・ディエゴ、前掲書、4－5 頁。 






























                                                   




























根県の『日原町史』の執筆により柳田国男賞を受賞した321。その後 1965 年から 1989 年




                                                   
320 沖本常吉『乙女峠とキリシタン』（津和野ものがたり 3）、津和野歴史シリーズ刊行会、1971 年。 
321 産経新聞、「この人に聞く」、昭和 42 年 10 月 20 日付。 


























を明記している。池田は『キリシタンの精鋭』から 20 年後の 1992 年に、再改訂版として
『津和野への旅』327を出版した。【表Ⅰ】は、池田敏雄と沖本常吉の両氏著作の参考文献
一覧であるが、これによると、池田の『長崎の精鋭』と『キリシタンの精鋭』の 2 つに関
                                                   
323 池田敏雄『長崎キリシタンの精鋭 津和野・乙女峠の受難（高木仙右衛門、守山甚三郎）』、中央出版
社、1965 年。 
324 池田敏雄、同書、1 頁。 
325 池田敏雄『キリシタンの精鋭 津和野乙女峠の受難者たち』、中央出版社、1972 年。 
326 池田敏雄、同書、3 頁。 






























                                                   
328 岸本英夫編『明治文化史』（第 6 巻・宗教編）、洋々社、1954 年。 
329 姉崎正治『切支丹禁制の終末』、同文館、1926 年。 
330 数江教一編『日本の倫理思想史』、学芸書房、1963 年。 
331 池田はこのように書いているが、正確には、浦上信徒総流配 100 年記念祭実行委員会編『信仰の礎：
浦上信徒総流配百年記念』、カトリック長崎教区、1969 年、である。 












































③  浦川和三郎『旅の話』   
④  ビリヨン神父『鮮血遺書』   
⑤  加古義一『山口公教史』   









⑨ ※ 池田敏雄『ビリオン神父』 ※ ※ 








⑭  「太政官日誌」   
⑮  「公文録」（内閣総理府蔵）   
⑯ 『高木仙右衛門覚書』 『高木仙右衛門覚書』（高木寛氏   





















㉒ 数江教一『日本の倫理』  数江教一「日本の倫
理」 
数江教一「日本の倫理」 
㉓ Marnas, F.,  
La Religion de Jesus 
(Iaso ja-kyo) 
 ressuscitee au Japon, 
1896. 
 Marnas, F., 
 La Religion de  
Jesus (Iaso ja-kyo) 
ressuscitee au 
 Japon, 1896. 
Marnas, F., 
La Religion de  
Jesus (Iaso ja-kyo) 
 ressuscitee au Japon, 
1896. 
㉔ Villion, A.,  
Cinquante  
ans d’apostolat  
au Japon, 1923. 
 Villion, A., 
Cinquante ans 
 d’apostolat au  
Japon, 1923. 
Villion, A., 
Cinquante ans  
d’apostolat au Japon,  
1923. 
㉕        ※  沖本常吉、『乙女峠とキリ
シタン』1971 年 
㉖    乙女峠友の会「せせらぎ」
（細流） 
㉗    勝田悦子他『道のりを走
り尽くして』 
㉘    カトリック長崎教区『浦
上信徒総流配百年記念
誌』 
























































































① 序文 岳野慶作 はじめに はじめに 
②  高木仙右衛門と守山甚三郎の受難 高木仙右衛門と守山甚三郎の受難 
③ サンタ・マリアのご像はどこ サンタ･マリアのご像はどこ？ サンタ･マリアのご像はどこ？ 
④ キリシタン時代の長崎 キリシタン時代の長崎 キリシタン時代の長崎 
⑤  キリスト教布教の成功 キリスト教布教の成功 
⑥ 豊臣秀吉の宗教政策  豊臣秀吉の対キリスト教政策 豊臣秀吉の対キリスト教政策 
⑦ 徳川幕府下のキリシタン   徳川幕府下のキリシタン 徳川幕府下のキリシタン 
⑧ 浦上の潜伏信仰 浦上の潜伏信仰 浦上の潜伏信仰 
⑨ 封建日本の危機 封建日本の危機 封建日本の危機 
⑩ 浦上三番崩れ     
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⑪ 各国と通商条約     
⑫ 旧信者子孫の発見   旧信徒子孫の発見 旧信徒子孫の発見 
⑬ 高木仙右衛門の活躍   高木仙右衛門の活躍 高木仙右衛門とその子ら 
⑭   キリシタンの信心とプチジャン師
（司教） 
⑮   命がけの信仰宣言 
⑯ 埋葬事件   埋葬事件 埋葬事件 
⑰ 迫害ののろし上がる   迫害ののろし上がる 迫害ののろし上がる 
⑱ 徳川から明治へ   
⑲ 明治維新の思想的背景    
⑳  長崎で幕府の役人の対決 長崎で幕府の役人の対決 
㉑ 維新政府の迫害  維新政府の迫害 維新政府の迫害 
㉒ 津和野での拷問   津和野での拷問 津和野での拷問 
㉓ 浦上キリシタンの総流罪   浦上キリシタンの総流罪 浦上キリシタンの総流罪 
㉔ 乙女峠での苦難   乙女峠での苦難 乙女峠での苦難 
㉕ キリシタン釈放へ傾く キリシタン釈放へ傾く キリシタン釈放へ傾く 
㉖ 津和野組全員釈放さる 津和野組全員釈放さる 津和野組全員釈放さる 
㉗ 帰郷後の生活   帰郷後の生活 帰郷後の生活 
㉘ 信教の自由を獲得  信教の自由を獲得 信教の自由を獲得 
㉙ 津和野の殉教碑  津和野の殉教碑 津和野の殉教碑 
㉚ 高木仙右衛門の逝去  高木仙右衛門の余生 高木仙右衛門の余生 
㉛ 甚三郎翁の余生   甚三郎の活躍 甚三郎の活躍 
㉜ 守山甚三郎の最後  守山甚三郎の最期 守山甚三郎の最期 
㉝ 思い出話     
㉞ 仙右衛門覚書    
㉟   乙女峠への巡礼熱 
㊱ 高木、守山家の子孫  高木家と守山家の系図 高木家と守山家の系図 
㊲  高木・守山両家の子孫の声 高木・守山両家の子孫 











著作が、1960 年代を中心に出版されている事である。特に、1957 年－72 年に計 7 冊もの
「長崎キリシタン史」関連の著作が出版されており、これらの理由については明らかでは


















                                                   
334 片岡弥吉『長崎のキリシタン』、聖母文庫、2007 年。 
335 片岡弥吉、同書、199 頁。この「あとがき」は片岡千鶴子が執筆している。 
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 ［表Ⅲ］津和野キリシタン史の叙述者と各著作の出版年に関する表   
叙述者 生年－没年 1800 年 1900 年 
  40 50 60 70 80 90 00 10 20 30 40 50 60 70 80 
         流配期間              （A）       （B）       （C）          （D） 
高木仙右衛門 1824－1899  
プティジャン 1829－1884  
森松次郎 1835－1902  
ルマレシャル 1842－1912  
ヴィリオン 1843－1932  
守山甚三郎 1848－1932  
マルナス 1859－1932  
浦川和三郎 1876－1955  
沖本常吉 1902－1991  
永井隆 1908－1951  
片岡弥吉 1908－1980  
池田敏雄 1928－  
  ※✖印は、各著者が津和野キリシタン史の主著を書いた年。 
  ※  印は、（A）信徒復活 25 周年記念、（B）信徒復活 50 周年記念、 
（C）信徒帰還 65 周年記念。（D）信徒復活 100 周年記念 












                                                   


























22 日）、1962 年名古屋使徒座知教区が名古屋司教区に昇格（4 月 16 日）、同年、新潟使徒
座知教区が新潟司教区に昇格、1963 年四国使徒座知教区が高松教区に昇格（9 月 13 日）
し340、次々に、西日本の教区が新しく誕生した事も、浦上信徒たちの流配先に注目が集ま
る契機になったと言えるだろう341。又、1962 年 4 月 29 日から 5 月 6 日にかけて横浜にて
                                                   
337 フォルカード司教が、復活した日本代牧区初代の教区長であった。 
338 キリスト信者発見 100 周年行事委員会編、前掲書、145 頁。同書の「年表」の 1891 年には「クザー
ン司教長崎教区司教として着任す」とあるが、「長崎司教区司教」の間違いであろう。 
339 第二バチカン公会議は、第 1 会期が 1962 年 10 月 11 日－12 月 8 日、第 2 会期が 1963 年 9 月 29 日
－12 月 4 日、第三会期が 1964 年、9 月 14 日－11 月 21 日、第 4 会期が 1965 年 9 月 14 日－12 月 8
日、閉幕となっており、信徒発見 100 周年、長崎大教区 100 周年の盛り上がりとまさに重なっている。 
340 各教区の昇格に関しては、『カトペティア 2004』編集委員会編『カトペディア 2004』、カトリック中



























片岡の遺著と言われる『日本キリシタン殉教史』は、1979 年の初版から 1991 年の第七版
に亘って版が重ねられたが、2010 年に浦上四番崩れに関する新史料を追加編集して新版と
                                                                                                                                                   
である。 
342 『カトペディア 2004』編集委員会編、前掲書、272－3 頁。 
343 高木慶子『高木仙右衛門覚書の研究』、中央出版社、1993 年。 
344 高木慶子『高木仙右衛門に関する研究―「覚書」の分析を中心にして―』、思文閣出版、2013 年。 
345 片岡弥吉『長崎の殉教者』、角川新書、1957 年。 






























                                                   
347 片岡弥吉『日本キリシタン殉教史』（片岡弥吉全集 1）、智書房、2010 年。 
348 家近良樹『浦上キリシタン流配事件 キリスト教解禁への道』、吉川弘文館、1998 年。 
349 家近良樹、同書、209 頁。 




No. 出版年 著者名 書名 
1 1877-79 年 高木仙右衛門 『仙右衛門の覚書』 
2 1896 年 F・マルナス 
La "religion de Jésus" (Iaso ja-kyo) ressuscitée au Japon 
dans la seconde moitié du XIXe siècle. 




4 1908 年 守山甚三郎 『甚三郎の覚書』、「死亡者名簿」 
5 1915 年 浦川和三郎 浦川和三郎『日本に於ける公教会の復活 前篇』、 
6 1923 年 A・ヴィリオン Cinquante ans d’apostolat au Japon. 
7 1928 年 浦川和三郎 浦川和三郎『切支丹の復活』（上･下） 
8 1938 年 浦川和三郎 『旅の話』 
9 1951 年 永井隆 『乙女峠』 
10 1957 年 片岡弥吉 『長崎の殉教者』 
11 1963 年 片岡弥吉 『浦上四番崩れ 明治政府のキリシタン弾圧』 
12 1964 年 パチェコ･ディエゴ 『守山甚三郎の覚書』 
13 1965 年 池田敏雄 
『長崎キリシタンの精鋭 津和野・乙女峠の受難 
（高木仙右衛門、守山甚三郎）』 
14 1965 年 山崎忠雄 『偉大なるヴィリヨン神父―ヴィリヨン神父にまねびて』 
15 1971 年 沖本常吉 『乙女峠とキリシタン』（津和野ものがたり 3） 
16 1972 年 池田敏雄 『キリシタンの精鋭 津和野乙女峠の受難者たち』 
17 1979 年 片岡弥吉 『日本キリシタン殉教史』 
18 1992 年 池田敏雄 『津和野への旅 長崎キリシタンの受難』 
19 1993 年 高木慶子 『高木仙右衛門覚書の研究』 
20 1998 年 家近良樹 『浦上キリシタン流配事件 キリスト教解禁への道』 
21 2005 年 松島弘 『津和野町史』（全 4 巻） 
22 2013 年 高木慶子 『高木仙右衛門に関する研究―「覚書」の分析を中心にして』 



























   ②試行の結果。または結果を数量で表したもの。 
 
 44 年を経て、『広辞苑』（第六版）では、「文字に書かれたものを「史料」、それ以外を広










352 新村出編『広辞苑』（第一版）、岩波書店、1967 年（1955 年）。 



























とが多いのだが、これを 1 次史料として読み直すことも可能である。356 
 
史料分類としては標準的な見解であると思われるこの説明によると357、歴史叙述におい
                                                   
















































































                                                   
360 キース・ジェンキンズ『歴史を考えなおす』（岡本充弘訳）、法政大学出版局、2005 年。 
























































































                                                   


































e（2017 年 9 月 19 日閲覧）。 
365 『旅の話』は 1 章鹿児島藩 1 頁から 21 章富山藩までで 343 頁と分量が多いため、行数ではなく頁数
ベースで計算している。 







                                                   
367 F・マルナス、同書、462 頁。 








1 津和野 176 20.3  鹿児島 13 3.6 
2 萩 58 6.7  長州・萩 43 11.9 
3 因幡［鳥取］ 41 4.7  津和野 46 12.7 
4 尾張 72 8.3  廣島 17 4.7 
5 加賀［金澤･大聖寺］ 58 6.7  福山 16 4.4 
6 越中［富山］ 23 2.6  岡山 13 3.6 
7 大和［郡山･古市］ 63 7.2  姫路 3 0.8 
8 紀伊［和歌山］ 38 4.3  松江 5 1.3 
9 阿波［德島］ 48 5.5  鳥取 15 4.1 
10 讃岐［高松］ 64 7.3  德島 10 2.7 
11 廣島 16 1.8  高松 12 3.3 
12 岡山 19 2.1  松山 7 1.9 
13 薩摩［鹿児島］ 14 1.6  土佐（高知） 34 9.4 
14 土佐 42 4.8  和歌山 16 4.4 
15 伊予［松山］ 56 6.7  郡山と古市 9 2.5 
16 備後［福山］ 24 2.7  伊賀（上野町） 4 1.1 
17 和泉［伊賀上野町］  7 0.8  伊勢・二本木 9 2.5 
18 伊勢 46 5.3  尾張・名古屋 15 4.1 
19     大聖寺 10 2.7 
20     金澤 40 11.1 
21     富山 23 6.3 




























                                                   
368 F・マルナス、同書、462 頁。 
369 F・マルナス、同書、463 頁。 
370 F・マルナス、同書、464 頁 
371 F・マルナス、同書、465 頁。 
372 F・マルナス、同書、465 頁。 
373 F・マルナス、同書、447 頁。 
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多くはわけではなく、加賀 516 名、尾張 375 名、萩 300 名、紀伊 289 名、廣島 179 名、
因幡 163 名に次いで 7 番目である。死亡者数も、人数的には加賀 104 名、紀伊 96 名など
に比べると 41 名は全体の 8 番目の人数であり、相対的にはさほど多いとは言えない。流





なく、38 行の記述、全体の 4.3％程度（12 位）に留まっている。土佐も 42 行の記述、全





から 12（岡山）までの行数を合計すると 500 行、藩の数 11 で割ると平均 45.4 行。これ
に対し、取り扱いが優遇された後半の 13（薩摩）-18（伊勢）までの合計は 189 行、藩数
                                                   
374 F・マルナス、同書、449 頁上段 15 行目から 450 頁下段 6 行目まで。 
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「氷責め」の記事は 64 行である。実に 36.3％が肉体的拷問の最も象徴的な出来事「氷責
め」（本文中では「水の拷問」とも書かれる）に費やされている。［表Ⅱ］によると『復活





















多くは、それに屈せず、信仰を守り通しました。明治 6 年までの間に 664 名の殉教者を
出しましたが、1883 名は信仰を完うして帰郷しました。376 
                                                   
375 片岡弥吉『長崎の殉教者』、角川新書、1957 年。 

























1 津和野 176 20.3 1 153 41 8 26.7 4 
2 萩 58 6.7 5 300 43 6 14.3 13 
3 因幡［鳥取］ 41 4.7 11 163 45 5 27.6 3 
4 尾張 72 8.3 2 375 84 3 22.4 6 
5 加賀［金澤］ 58 6.7 5 516 104 1 20.1 8 
6 越中［富山］ 23 2.6 14 42 7 18 16.6 11 
7 大和［郡山･古市］ 63 7.2 4 114 9 15 7.8 20 
8 紀伊［和歌山］ 38 4.3 12 289 96 2 33.2 2 
9 阿波［德島］ 48 5.5 8 116 14 11 12.0 15 
10 讃岐［高松］ 64 7.3 3 54 14 11 25.9 5 
11 廣島 16 1.8 16 179 40 9 22.3 7 
12 岡山 19 2.1 15 117 18 10 15.3 12 
          
13 薩摩［鹿児島］ 14 1.6 17 375 53 4 14.1 14 
14 土佐 42 4.8 10 126 42 7 33.3 1 
15 伊予［松山］ 56 6.7 5 86 8 17 9.3 18 
16 備後［福山］ 24 2.7 13 96 7 18 7.2 21 
17 和泉［伊賀上野町］  7 0.8 18 59 11 13 18.6 10 
18 伊勢 46 5.3 9 75 6 20 8.0 19 
19          
20          
21          















信徒が優遇されてそれほど厳しくなかった藩 ―― として、13 番目に出てきた鹿児島（薩
摩）がトップに書き出され、そこから長州・萩、津和野、廣島、福山と続いている。マル














                                                   



















1 鹿児島 13 3.6 11 375 53 4 14.1 14 
2 長州・萩 43 11.9 2 300 43 6 14.3 13 
3 津和野 46 12.7 1 153 41 8 26.7 4 
4 廣島 17 4.7 6 179 40 9 22.3 7 
5 福山 16 4.4 7 96 7 18 7.2 21 
6 岡山 13 3.6 11 117 18 10 15.3 12 
7 姫路 3 0.8 21 45 9 15 20.0 9 
8 松江 5 1.3 19 84 10 14 11.9 16 
9 鳥取 15 4.1 9 163 45 5 27.6 3 
10 德島 10 2.7 14 116 14 11 12.0 15 
11 高松 12 3.3 13 54 14 11 25.9 5 
12 松山 7 1.9 18 86 8 17 9.3 18 
13 土佐（高知） 34 9.4 4 126 42 7 33.3 1 
14 和歌山 16 4.4 7 289 96 2 33.2 2 
15 郡山と古市 9 2.5 16 114 9 15 7.8 20 
16 伊賀（上野町） 4 1.1 20  59 11 13 18.6 10 
17 伊勢・二本木 9 2.5 16 75 6 20 8.0 19 
18 尾張・名古屋 15 4.1 8 375 84 3 22.4 6 
19 大聖寺 10 2.7 14 50 5 21 10.0 17 
20 金澤 40 11.1 3 516 104 1 20.1 8 
21 富山 23 6.3 5 42 7 18 16.6 11 
 合計 360 ―  3414 664 ― ― ― 
                                                   





































































































                                                   
380 アライダ・アスマン『記憶の中の歴史 個人的経験から公的演出へ』（磯崎康太郎訳）、松籟社、2015
年。 
381 アライダ・アスマン、同書、19 頁。 


















 「浦上信徒発見」と呼ばれる出来事から 2 年後に「浦上四番崩れ」が起こり、名古屋以
西の全国諸藩に捕縛された信徒たちが流配された。藩によって厳しい説諭や肉体的に厳し
















                                                   

























 『高木覚書』の後、1882 年に、明治以後では初の邦人司祭となる深堀仙右衛門ら 3 名
の司祭が叙階し、日本のカトリック教会は新たなエポックを迎えるのである。だが『高木
覚書』以降、津和野キリシタン史はおろか、浦上四番崩れに関する体系的な著作は出版さ















                                                   
384 尤も、高木慶子は『守山覚書』の執筆年を 1917－18 年頃と想定しており、もしそうであれば流配か







Ⅳ期（乙女峠の聖地化期）」、「第Ⅴ期（第三世代の叙述期）」と 2 区分する事が出来る。 
























                                                   
























復活』の第三章の抜き刷りであるため、第 3 期は 1928 年までとする事も可能かもしれな















































                                                   












から購入し387、その 12 年後の 1951 年、その場所に「乙女峠マリア聖堂」を建
立したのであった388。この時津和野カトリック教会の司祭であったのが、パウロ・ネーベ
ル（Nebel, Paul 1896－1976 年）である389。ドイツ生まれのネーベルはイエズス会士と








                                                   
387 阪野祐介「日本における宗教と空間、社会をめぐる地理的研究」、神戸大学、2007 年、博士論文（オ
ンライン）138 頁。入手先：神戸大学学術成果リポジトリ 
〈http://www.lib.kobe-u.ac.jp/repository/thesis/d1/D1004127.pdf〉（2017 年 10 月 31 日閲覧）。 
388 この名称は各文献によって、「乙女峠マリア聖堂」「乙女峠記念堂」「乙女峠マリア記念聖堂」など幾



















































                                                   
394 津和野カトリック教会『乙女峠の道 記念聖堂とまつりの 50 年』、2001 年、3 頁。 
395 アライダ・アスマン、前掲書、149－209 頁。 
396 アライダ・アスマン、同書、207 頁。 












































































 片岡弥吉は 1908 年、片岡嘉吉の息子として浦上本原に生まれる。父嘉吉は、浦上キリ
シタンの吉右衛門夫妻が土佐藩に流配されている最中に生まれたと言われる。1930 年に、
                                                   



















































1866年 慶応2年 プティジャン日本大牧区司教 サン・スルピス大神学校卒・司祭叙階
1867年 慶応3年
1868年 明治元年 長崎に上陸する
1869年 明治2年 バチカン第一公会議 長崎司祭









































































































































































































つまり、浦上帰還の 1873 年から津和野カトリック教会設立 1899 年までには、26 年もの
空白期間があり、その間の津和野での出来事に注目する必要がある。 
 A・ヴィリオンは、1861 年パリのサン･スルピス大神学校に入学し、1866 年に卒業する。
















いる 。虹ヶ谷に住む村田保子氏は、明治 19 年生まれの祖母村田チセ氏が「棄教キリシタン」と会話
をした、と話していた事を述べている。村田チセ氏はこれを「津和野に嫁に来たころ」（『津和野町史』
（第 4 巻）、397 頁）の出来事としており、明治 19 年（1886 年）生まれの彼女が「嫁」になるのが




401 ホセ・パラシオス『今、ビリオン神父を追う―幕末から昭和まで―』、アガリ総合研究所、2003 年 
402 狩谷平司『ビリヨン神父の生涯』、東海出版社、1939 年、2 頁。 











1843 年 9/2 エメ・ヴィリオン誕生 
 南仏リオン近郊チュネー村に生ま
れる。父は裁判官。姉 1 人。ヴィリ
オン 4 歳の時に母が死去。 
  





1861 年  サン・スルピス大神学校に入学   
1862 年 6/8  日本 26 聖人列聖式。 





1864 年 2/19  大浦天主堂献堂式  
1865 年 3/17  長崎で「信徒発見」  
1866 年 5/26 神学校卒業。司祭叙階。マルセイユ
を出港し香港に滞在。 
  
1867 年 6/3  浦上四番崩れ。  
1868 年 6/17  津和野に 28 人が流配される。  















1870 年  ヴィリオン、浦上信徒の流配を目撃。 浦上キリシタン総流配 
津和野に 125 人が流配され、合
計 153 人が光琳寺に幽閉。 
 
















1879 年 9/28 京都の教会に赴任する   
1881 年 3   増野、新井、三宅らによ
る説教（伝道）会405。 
                                                   





 〃 7/8   日本基督教会 鎮西中会
創立。 
1886 年    津和野信徒増加する406。 
1887 年    長老教会（プレスビテリ
アン）が萩に説教所を設
ける。 
1880 年 11   4 月-11 月の期間中で、
受洗者 11 名。 
1889 年 2/18 山口教会へ就任。その後 4 月中旬に
失意のうちに逃げ出し、香港で休養
する。 
同年 7 月 24 日、山口に戻る。 
 津和野基督教会の設立
を検討し出す。 
1889 年 11 初めて萩を訪問する。   
1890 年 6 A・ヴィリオン、初めて津和野を訪問する。  




信徒数 42 名 
1892 年 6/22 津和野の個人宅にて初めての洗礼者。 教勢は堅調。日曜礼拝出
席平均 40 名以上。 
 〃  津和野の蕪坂に殉教者追福碑を設置する。  
1895 年 11/6 A・ヴィリオン、萩教会に就任。  教勢不振。 
1896 年    教勢不振。日曜礼拝出席
平均 12 名 
1897 年  津和野で堅信（9 名）、受洗 4 名  
1898 年  津和野で受洗（人数不明）   
1899 年   津和野カトリック教会設立  
1900 年  津和野で堅信（7 名） 日曜礼拝出席者数 
平均 8 名 
1923 年  『宣教 50 年史』出版   











12 月 21 日、石川六三郎、片寄雄、三宅茂子、三宅千代子等が、青山昇三郎牧師によって洗礼を受
け、津和野に始めて信徒の団体が出来た」。 日本基督教団津和野教会編『津和野教会 108 年史』、
1999 年、5-6 頁。 
406 「津和野は余程好都合なり、信徒しだいに増加せり、先頃一伝道師定住したれば益す、進歩の姿なり。
又此地の信徒は地力を以て他所に伝道するの望あり」。津和野教会編、同書、8 頁。 
407 1862 年 6 月 8 日。 







せたことが彼の日記に記されている。『宣教 50 年』の中の 1868 年 1 月 7 日の彼の日記に
は次のような一文がある409。 
 












 ヴィリオンは翌年 1871 年に長崎を離れ神戸の教会に赴任する。流配も終盤に近づいた
頃、流配中のキリシタンたちが次々と神戸のヴィリオンのもとに次々と、こっそりやって




事典編集委員会編『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988 年 157 頁。同項目の執筆者が池田敏
雄である。 
410 論者私訳。Villion, Aimé., Cinquante ans d’apostolat au Japon, Hong Kong 1923, p. 31. 
原文は以下の通り。 
« un ou deux yakunin font la garde sur chaque bateau. Nous les voyons tous,le regard tourné vers 
l'eglise, qui domine le port : les uns font le signe de la croix, les femmes ont arboré le voile blanc 
qu'elles portent à l'église, le grémial de leur baptême, touchante protestation de leur foi! Oh mon 
Dieu! il me semble que, du fond de la rade, les âmes de tous nos glorieux martyrs, les 26 de 1597 et 
les milliers de XVIIe siècle, dont le sang et les cendres ont consacré le Tateyama, la montagne qui 
ferme la rade, toutes ces âmes, dis-je, doivent contempler avec bonheur cette grande confession de 











1 合 3 勺の食糧は 2 合、3 合と増え、責めも説諭もなくなり、日雇いの稼ぎに出る者も内
職する者も出て来たという。「しばらくすると多少の金ができた。体力もついてきた。なん
とかして津和野の状況を神戸や大阪の宣教師たちに知らせたいという望みが湧いてきた」414
のであった。監視も厳しさが薄らいだ事により、1873 年守山甚三郎ら 2 名が神戸に赴任










                                                   
411 池田敏雄、前掲、109 頁。 
412 楠本の他は、外務省権小録加藤直純、弾正台少巡察植村義久の 2 名。 
413 片岡弥吉、前掲書、167－8 頁。 
414 浦川和三郎『旅の話』（『世界ノンフィクション全集 39』筑摩書房、1963 年）358 頁。 
415 論者私訳。Villion, Aimé., Ibid, 1923, pp. 111-2. 
原文は以下の通り。 
« O fils des martyrs! En la sainte octave de leurs glorieux pères, voici l'élite : je me mettrais à 
genoux devant eux, s'ils me le permettaient ! Deux députés de la prison de Tsuwano , à 150 lieues 
d'ici, au nord de la province de Chôshû , où, 20 ans après, le bon Dieu devait m'envoyer comme 
pionnier de son évangélisation. Cette province était héritière de la haine des gens du Nagato 
contre le nom chrétien, depuis les temps Môri Terumoto, un des premiers persécuteurs de la foi au 





































                                                                                                                                                   
martyrs.» 
416 論者私訳。原文は以下の通り。Villion, Aimé., Ibid, 1923, p. 113.  
« On voulut avoir ces visiteurs d'élite à Osaka, et je les envoyai passer un jour à la mission c'est 
que la prison de Tsuwano éveille tant de glorieux souvenirs! Nolite timere eos qui occident 


















































































は、「獲物が通った」という S＋V の構文に、目的語が侵入して S＋V＋O の構文とな
ったという説である。 
 
                                                   

































 話をヴィリオンの活動に戻そう。ヴィリオンが山口教会に赴任したのは 1889 年であっ
た。だが赴任と同時に心を病んだようで、「神経系統をすっかりおかされ、定期的に喘息の
                                                   








ため暫し香港で過ごした後、1889 年 7 月に帰国し、山口での職務に復帰する事となる421。
















                                                   
419 池田敏雄、前掲書、310 頁。 
420 池田敏雄、同書、310－1 頁。 
421 池田敏雄、同書、313 頁。 
422 池田敏雄『キリシタンの精鋭 津和野乙女峠の受難者たち』、中央出版社、1972 年、275 頁。 
423 池田敏雄、同書、276 頁。 
424 沖本常吉は金森友二郎について、プロテスタントからの改宗者であるという。沖本常吉、前掲書、 
150 頁。 
425 沖本常吉、同書、151 頁。 
426 沖本常吉、同書、151 頁。 












































                                                   




































                                                   
429 浦川和三郎『旅の話』（『世界ノンフィクション全集 39』、筑摩書房、1963 年）、筑摩書房、357 頁。 
430 池田敏雄『キリシタンの精鋭 津和野乙女峠の受難者たち』、中央出版社、1972 年、15－16 頁。 






































435 Villion, Aimé. Cinquante ans d’apostolat au Japon, Hong Kong, 1923, p. 382  
« ･･････où je voulais retrouver à tout prix les traces de nos chers déportés de Nagasaki. » 
436 論者私訳。原文は以下の通り。Villion, Aimé., Ibid, 1923, p.382   
« D'abord Joanna eut peine à reconnaître l'emplacement ainsi changé, puis tout à coup elle poussa 
un cri en désignant le coin d'un champ.- "Ici,ici dit-elle, voici l'endroit où se trouvait le magasin du 












れた土地 ce sol sanctifié」としてアイデンティファイされる。更に彼は、この「聖なる地」
において、もう一つの重要な場所、高木仙右衛門438が拷問を受けたとされる池を「発見」
し、ここにも特別な意味付けを行うのである。「聖者（le saint）を氷の中に浸らせた（こ












                                                   
437 論者私訳。原文は以下の通り。Villion, Aimé., Ibid, 1923, p. 382  
   « Un long silence nous retint sur ce sol sanctifié.A quelques pas plus loin, à l'extrémité de ces 
rizières, une petite nappe d'eau marquait encore la place de l'étang où avait été plongé dans la 
glace le saint, comme nous l'appelions, Dominico Fukahori Senyemon, pendant les nuits d'un froid 
intense de Février 1870. Nous priâmes quelque instants à genoux et, depuis ce jour, chacune de 
mes tournées à Tsuwano était accompagnée d'un pèlerinage à ces lieux sacres j'aimais à venir y 
réciter mon bréviaire. De Kôrinji, Joanna nous conduisit à la vallée du Kabusaka, où la plupart 
des confesseurs morts en prison avaient été enterrés. » 
438 ヴィリオンは「深堀ドミニク仙右衛門」と記すが、高木仙右衛門の間違いである。 





















 明治 3 年 10 月 8 日 死亡 戸主 源八 （56 歳） 
 明治 3 年 4 月 25 日 死亡 悴  甚三郎（27 歳） 
 明治 3 年 5 月 20 日 死亡 二男 吉三郎（26 歳） 
 （明治 4 年現在）     二女 せき （11 歳） 
  
である事を突きとめ、これによってヨハンナ岩永は「岩永せき」であると断定された。長
                                                   
440 沖本常吉、前掲書、157－8 頁。 
441 論者が 2013 年に現地調査を実施した際の感触であるが、光琳寺跡（標高 190m）から一度海抜 0.6m
まで降り、そこから蕪坂峠（205m）まで急坂を上らなくてはならず、900m という数字の小ささに比
べて体感的に距離の遠さを感じた道のりであった。尚、現在はこの二箇所を直線距離で結ぶ道があり、
この道程に 14 のレリーフが建立され「十字架の道行き」と呼ばれる巡礼路となっている。1972 年に
津和野に着任した津和野カトリック教会のアレクサンダー・ホルバート神父が「地区の若者」たちの
協力を受けて造られたのだという。津和野カトリック教会『乙女峠の道 記念聖堂とまつりの 50 周
年』、2001 年、4 頁。 
442 内閣府発行「異宗門徒人員帳 津和野藩」『第一類 公文録』（明治 3 年 第百三十一ノ二巻）。 
154 
 
男甚三郎443が 1870 年 4 月に 27 歳で死亡、次の月には次男吉三郎も 26 歳で死亡、そして
件の父源八も、同年 10 月に 56 歳で死亡した事になる。沖本は、ヨハンナ岩永のその他の
家族について 
 
そして三番目の兄岩吉（15 歳）、長姉たい（34 歳）、その連子嘉吉（8 歳）と、津和野
















                                                   
443 守山甚三郎とは別人の岩永甚三郎。 
444 沖本常吉、前掲書、154 頁。文中の「歳」は論者加筆。 
445 論者私訳。原文は以下の通り。Villion, Aimé. Ibid, 1923, p. 382. 
   « Et elle se prosterna sur l'herbe, le visage inondé de larmes. Le catéchiste et moi nous ne-pûmes 
retenir les nôtres; nous revivions avec la pauvre fille ces terribles jours d'un passé écoulé depuis 







446 ヴィリオンは 25 年と述べているが、彼がヨハンナ岩永と津和野の現地に来たのは 1891 年であり、














































                                                   
447 下河辺美知子、同書、14 頁。 





















































                                                   
451 下河辺美知子、前掲書、81 頁。（ ）と[ ] 内は論者加筆。 
157 
 











となっており、24 項目中 10 項目が、津和野での迫害とされる出来事である。この中で、
本章で分析するのは「11．氷と火の試練」「14．安太郎と聖母」「16．新しい作戦」「17．


































キリシタン通史である。同書の目次には「1 章 キリシタンの町と村」、「2 章 殉教の時












                                                   
456 片岡弥吉『長崎のキリシタン』、聖母文庫、2007 年（1989 年）。 
457 片岡弥吉、同書、199 頁。 











［表Ⅰ］ 「氷責め」記述の対観表  
高木仙右衛門『覚









































































































































































して―』、思文閣出版、2013 年、191-3 頁の抜粋。ここでは現代文を使用した。 
464 ［表Ⅰ］の『守山覚書』の本文は、パチェコ･ディエゴ『守山甚三郎の覚書』、二十六聖人記念館、1964
年、52－4 頁の抜粋。 
465 （ ）内の説明文は、編者高木慶子による。 
























































































































































































































































































































































































































































































語のプロットを A から H まで区分した表である。 
 
［表Ⅱ］「氷責め」のプロット 




































 『高木覚書』 『復活史』 『守山覚書』 『旅の話』 
A ○ ○ ― ○ 
B ○ ○ ― ○ 
C ○ ○ ― ○ 
D-1 ◎ ― ― ― 
D-2 ― ◎ ◎ ◎ 
E-1 ◎ ◎ ― ― 
E-2 ― ― ◎ ◎ 
F-1 ◎ ◎ ― ― 
F-2 ― ― ◎ ◎ 
G-1 ◎ ◎ ― ― 
G-2 ― ― ◎ ◎ 
I ○ ○ ― ― 
 




るが、『復活史』では D-2、E-1、F-1、G-1 となっており、『高木覚書』とは 1 項目が異な
っている。『守山覚書』『旅の話』は共に D-2、E-2、F-2、G-2 となっており、『復活史』







とは E-1 だけ重なるものの、『高木覚書』とは正反対の記述となる。 


























                                                   
































































































                                                   
















































事例が世界各地で起こり、137 年間で 11 件もの「出現事例」がバチカンの認可を得て巡礼




リシタン、高木仙右衛門と守山甚三郎である。彼らは 1868 年 6 月 17 日、最初の流配者と
して第一次移送者 28 名474のうちに含まれる、キリシタンのリーダー的存在であった。そ













                                                   
473 聖母出現は、1830 年、カトリーヌ・ラブレという修道女がメダル鋳造のお告げを受けて奇跡を起こ
したことに始まる。これに続く聖母出現は、①ラティボンヌ（M.A.Ratisbonne 1842 年）②ラ・サレ
ット（La Salette 1846 年）、③ルルド（Lourdes 1858 年）、④イラカ（Ilaca 1865－1867 年）、⑤フ
ィリップスドルフ（Pilippsdorf 1866 年）、⑥ポンマン（Pontmain 1871 年）、⑦ノック（Knock 1879
年）、⑧ファティマ（Fatima 1917 年）、⑨ボーラン（Beauraing 1932－1933 年）、⑩バンヌー（Banneux 
1933 年）などである。（関一敏、同書、36 頁） 
474 彼らが浦上を出発したのは 5 月 22 日（旧暦）であり、その後尾道にて津和野藩大目付高橋半右衛門
が受け取り、津和野光琳寺入りしたのが 6 月 17 日であったとされる。沖本常吉『乙女峠とキリシタ
ン』（津和野ものがたり 3）津和野町教育委員会、1969 年、174 頁。 
475 『甚三郎の覚書』によれば享年 27 歳とある。パチェコ･ディエゴ著『甚三郎の覚書』、二十六聖人記
念館、1962 年、11 頁。数え年のため実年齢は 26 歳。 
476 安太郎の享年には諸説あり、甚三郎の覚書によると 32 歳とあるが、沖本は 29 歳と記している。内閣
府発行の「異宗門徒人員帳」『第一類 公文録』（明治 3 年 第百三十一ノ二巻によると、正月二二日に
30 歳で死去したと記されているので、本稿ではこれを公式の享年としたい。 
477 三尺牢は 90 センチ四方の木製の監禁牢に、数日間飲まず食わずのまま放置される拷問のための牢の
こと。 
478 浦川和三郎『切支丹の復活 後篇』、日本カトリック刊行会、1928 年、476 頁。 















                                                   
480 高木仙右衛門の『覚書』の原文は、高木慶子『高木仙右衛門に関する研究―「覚書」の分析を中心に







481 F.マルナス『日本キリスト教復活史』（久野桂一郎訳）、みすず書房、1985 年、466-7 頁。原文は仏語
であるが、他の史料と比較するために日本語の訳文を使用した。 













































































































































































                                                                                                                                                   




485 既に述べていることであるが、浦川の『旅の話』とは 1938 年に出版された書物を指す
が、元々は、1928 年の『切支丹の復活 後篇』の第 3 章全文の抜粋を単行本化したも


















































































                                                   
489 「津和野藩 異宗門人員帳」『公文録』、内閣府太政官、1870 年.。 
490 辛未は西暦 1871 年。この時点で権四郎は 24 歳であり、既に行方知らずになっていたようである。己
巳は西暦 1869 年。この安太郎が 30 歳で死去したと公文録は記している。したがって彼らは 8 歳離れ
た兄弟であった。 






聖母の騎士社、1986 年、303－5 頁。 









































494 片岡千鶴子、社会思想史学会編「長崎とキリスト教 浦上四番崩れを中心に（第 20 回社会思想史学





































                                                   
495 浦上四番崩れの時代には、既に帳方は途絶えていた。片岡弥吉、前掲書、113－4 頁。 












集まって盆踊りをした。聖クララの祝日（バスチャン暦、陰 7 月 19 日）と聖母マリアの











   
                                                   
497 片岡弥吉『長崎の殉教者』、角川書店、1957 年、112 頁には、「家野はよかよか昔からよかよ サンタ･
カララで日を暮す」となっている。 
498 片岡弥吉『浦上四番崩れ 明治政府のキリシタン弾圧』、筑摩書房、1963 年、47－9 頁。 
499 片岡弥吉、同書、48 頁。 
500 高木慶子、前掲書、173 頁。 
501 高木慶子、同書によると歌の内容は以下の通りである。 



































                                                   
502 高木慶子、同書、55－6 頁。 
503 志村辰弥『ルルドの出来事』、中央出版社、1958 年、192 頁。 
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504 阿部律子「長崎のフランス人神父一覧」『長崎県立大学論集』（第 40 巻第 4 号）、2007 年、37 頁。 
505 高木仙右衛門の長男敬三郎と次男源太郎は、ロカーニュ神父から教理やラテン語を学んでいたのであ
るが、ロカーニュは 1865 年 12 月に司祭館の二階天井裏を改造し、その部屋を「無原罪の御宿りの間」









































































































































































































からの引用を A、マルナス『復活史』からの引用を B、『守山覚書』からの引用を C、複数
の文書がある場合はそれぞれ両方の記号を付した。また、浦川和三郎独自の内容をDとし、
マルナス独自の内容を E としている。D は全部で 3 つあるが、D-1 は安太郎の人柄につい
て書かれている事なので、多くの流配者たちから聞き取る事の出来る情報であるためそれ













































































































                                                   
506 阪野祐介「日本における宗教と空間、社会をめぐる地理的研究」、神戸大学、2007 年、博士論文（オ
ンライン）138 頁。入手先：神戸大学学術成果リポジトリ 
〈http://www.lib.kobe-u.ac.jp/repository/thesis/d1/D1004127.pdf〉 （2015 年 9 月 10 日閲覧）。 














































父･国太郎は 1870 年に 66 歳で死去している。死因は「拷問死」であったという。彼に続
いて、母･カメ 62 歳509、長男･米太郎 36 歳、長女･キヨ 31 歳、次女･マツ 27 歳、次男･甚
三郎 24 歳、三男･甚吉 18 歳、四男･祐次郎 14 歳がいた510。国太郎の他、甚吉と祐次郎も
この地で死んでいった。 
 本節は、この四男守山祐次郎の死因とされる十字架刑について考察する。守山家の 8 名










の説明文 12 番には「守山祐次郎少年、明治 4 年（1871 年）11 月、殉教の十字架跡」と書
かれており、黄色い光に包まれたような白い十字架が小さく描かれている。しかし図で示
された 12 の場所〔写真 2〕を見ると実際には何もシンボル的なものは置かれておらず、「十
字架跡」とされている割にはそれと分かる立札すらもない。 
                                                   
508 「津和野藩 異宗門徒人員帳」『公文録』（第一類 明治三年 第百三十一ノ二巻）、内閣府太政官、1870
年。 
509 「津和野藩 異宗門徒人員帳」によれば、国太郎が「庚午 66 歳死去」とあるため、庚午（1870 年）
を基準にした場合の家族の年齢である。 


































た 1908 年は、1871 年の祐次郎死去の年から 37 年という長い時間が経過してからの記述
であるから、祐次郎について述べていない理由を「心の痛み」とするにはやや無理がある
                                                   
512 このダイジェスト版は、カトリック津和野教会の横にある「乙女峠資料室」の中で販売されている『津
和野の殉教者たち』という小冊子の抜粋であり、16、17、18、は、それぞれ 32－3 頁、34－5 頁、
36－7 頁の抜粋を拡大印刷して掲示されている。ロバート･M･フリン（文）、ホァン･カトレット（絵）
『津和野の殉教者たち』エデック、2004 年、32－7 頁。 
513 津和野藩士森岡幸夫のこと。 















































B  祐次郎は末子ではあったし、まだ子どもで  
                                                   
516 パチェコ･ディエゴ『守山甚三郎の覚書』、二十六聖人記念館、1964 年、6 頁。 
517 守山甚三郎の四男。池田敏雄『津和野への旅 ―長崎キリシタンの受難―』、サンパウロ、1992 年、
293 頁。 
518 池田敏雄、同書、265-6 頁。 
























































































































































































































































































































































































































































































































前述した 3 つの史料を、浦川和三郎『旅の話』（1938 年）、永井隆『乙女峠』（1952 年）、
池田敏雄『精鋭』（1972 年）と左から古い順に並べている。守山祐次郎の十字架刑に関し
ては比較的新しい文献の中にしか出てこない521。文字数的に一番分量が多いのが『乙女峠』
















                                                   
521 つまり、高木仙右衛門、F・マルナス、守山甚三郎の資料にはない。 
522 3126 文字。 





























                                                   
524 〔写真 5〕は、乙女峠展示室に展示されている守山祐次郎の刑の状況を模したミニチュアであるが、
これが「大黒柱」に縛られた時を表している模型となる。 
525 「公文録」には、「庚午十四歳 十一月二十六日死去」とあり、1870 年末に死去している。内閣府発
行「異宗門徒人員帳 津和野藩」『第一類 公文録』（明治 3 年 第百三十一ノ二巻）、1870 年。 
526 日本古典文学摘集「金峰山薄打の事」、原文。http://www.koten.net/uji/gen/022.html、（2016 年 8 月










































                                                   
530 〔写真 1〕が描かれた正確な年は定かではないが、〔写真 1〕の 8 には「殉教百年記念碑昭和 43 年
（1968）建つ」とあるため、これが少なくとも 1968 年以降に書かれたものである事が判明する。ま
た 3 には「皇太子御成婚記念樹」と書かれてあり、これに該当するのが 1959 年と 1993 年である。
このうち古い方と考えるならば 1968 年以降であるが、新しい方と考えるならば 1993 年以降と同定
することが可能である。また、図 4 が描かれた年に関しては、この絵が『津和野の殉教者たち』（文:
ロバート.M.フリン、絵:ホァン･カトレット）という小冊子の挿絵がそのまま使用されていることから、








 ここで永井は 3 度も「イエズス」の名を挙げ、「祐次郎の受けた辱め」と「キリストの




















づけられた ―― 表現であるとも言えるだろう535。 
このような記述をした『乙女峠』の著者永井隆はどのような人物であったのか概観した
い。彼は 1908 年 2 月島根県松江市に生まれ、松江高校から長崎医大に進学し、卒業後も
母校に残って医学を専攻した医学博士のカトリックである。1937 年軍医中尉として日中戦
                                                   
532 永井隆、同書、68－9 頁 




（第 34 号）、2014 年、91－2 頁。 







終戦直前の 1945 年 5 月に余命 3 年の白血病と診断された。1945 年 8 月 9 日の長崎上空で








興味を抱いた事は容易に想像できる。『乙女峠』は彼の最晩年の 1951 年 4 月 22 日に脱稿




















                                                   
536 「永井隆」、日本キリスト教歴史大事典編集委員会『日本キリスト教歴史大事典』、教文館、1988 年、
973 頁。 




539 永井隆、前掲書、80 頁。 



















られている。6 章あるうちの 5 番目に「守山祐次郎の死」と題された章があり、この出来















16 名、修道女 15 名、一般信者 1200 名が立錐の余地もないほどだった。赦禱式が終わ
ると、守山甚三郎の遺体は、浦上上野町青年団員にかつがれ、悲しみを告げる聖堂の鐘
の音に送られながら天主堂を出た。長崎市高尾町赤城墓地まで、先頭は幼稚園の園児、
                                                   
542 池田敏雄、前掲書、294 頁。 
543 池田敏雄、同書、294 頁。 
544 永井隆、前掲書、14 頁。 









































                                                   
546 池田敏雄、前掲書、280 頁。 
547 片岡弥吉『永井隆の生涯』、サンパウロ、1952 年、357－8 頁。 
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      〔写真 3〕                   〔写真 5〕 
                           
                                                   
549 写真〔1〕〔2〕〔3〕〔4〕〔5〕共に、撮影は論者（撮影日 2013 年 4 月 22 日）。 
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第 4 章  結語 
 本稿は、「殉教」の「記憶」「記録」「伝承」について、津和野キリシタン史の叙述分析を
行なってきた。これまで論じてきたことを以下に概観する。 
第一部「研究の前提」の第 1 章は、問題提起と先行研究、第 2 章は「殉教」という語に
ついて検証した。元々日本に存在しなかった「殉教」という語は、明治期前後からMartyrdom
の訳語として翻訳され、徐々に定着していく。『和英語林集成』（初版・1867 年）を編纂し








































 『高木覚書』から約 20 年後、MEP 宣教師であり、大阪司教区名誉司教でもあった F・
マルナスによって、体系化された浦上キリシタン物語、La Religion de Jesus (Iaso ja-kyo) 

















































































































には、聖母出現 100 周年記念として 1968 年 5 月 3 日に設置された「乙女峠の聖母とその
殉教者」という大きなレリーフが建てられている（図Ⅰ）。ここには、実際に死亡した国太
                                                   














                          ［図Ⅰ］ 
                          聖母出現 100周年記念レリーフ 
「乙女峠の聖母とその殉教者」 












                           ［図Ⅱ］  
                          同レリーフの案内 
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